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『宋元以来俗字譜』補正（1）
「古列女伝』
福　満　正　博
　劉復・李家瑞らの「宋元以来俗字譜』は，1930年に刊行された国立中央
研究院歴史語言研究所単刊甲種第三本である。宋元明時代の白話文学を読む
ときによく挙げられる，俗字専門の字書と言っていいだろうか。近世の俗字
については，今に至るまで，それほど研究がなされてはいないのが現状であ
　　　　　　　　　　　　　　　　＼るから，本書はずっとほとんど唯一の参考文献とされて来た。
　この本は，「古列女伝」・「大唐三蔵取経詩話』・「京本通俗小説」・『古今雑
劇三十種』・『全相三国志平話』・「朝野新聲太平樂府』『嬌紅記（明，宣徳
刊）」・『醇仁貴跨海征東白砲記』・「岳飛破虜東臆記」「目蓮弾詞』・「金瓶梅奇
書前後部』「嶺南逸史」等の十三種の本から，俗字を集めたものだとしてい
る。当時それほど白話文学が学問の対象とならなかったころ，誰も注目しな
い俗字体を，これほど大量の作品を渉猟して，そこから収集したのである。
劉復らの学問的意義は，非常に高いと言わなければならない。劉復・李家瑞
らの功績は，確かに歴史的なものである。
　しかしこの本にもいくつか問題が無いわけではない。まずそれは，正字
と，俗字の区別があいまいなままに研究が行われているところがあることで
ある。この本は，一番上の欄に「正楷」として，正式の楷書体を載せ，その
下に十三種の本ではその字がどのような俗字体になっているかを，各本ごと
に縦に並べ比較してあるものである。しかし，最初のその楷書体じたいに間
違いがあるのである。たとえば，「叫」は楷書体で「叫」は俗字であるにも
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かかわらず，それを逆にしている。十三種の本から，正式の楷書体の「叫」
の例を集めているのである。これでは字体の字書としては，ほとんど意味を
なさないものになっている。また「侶」の字も「似」の本字であるにもかか
わらず，「似」の俗字体として用例を集められている。このように，正字と
俗字の区別が曖昧であれば，せっかくの努力が無駄になってしまうのであ
る。
　二つ目は，一つ一つの作品の俗字の収集に，間違いがあるということであ
る。私も，本稿で「古列女伝』の例を再度調べてみたが，挙げるべき俗字が
無かったり，逆に無いはずの俗字が有ることとして例に挙げてあるのをいく
つか見つけた。たとえば元墓刻本の『古列女伝』に「商」の字の俗字体とし
て「商」があるとしている。しかし実際には余氏の元刊本にはない。いろい
ろ探してみて，どこにあったかといえば，四部叢刊初集に入れられた明刊本
の『古列女伝』にあるのを発見した。『古列女伝』の例を見ても，時々元墓
刻本と明刊本の例を混同している所があるのである。このような，細かな注
意が必要とされる研究では，避けられない誤謬なのだろうか。
　私も古典作品は，できるだけその作品が出版された当時の現状・原形に即
して読解をしたいと思う立場なので，どうしてもこのような細かな作業をす
ることが避けられない。その作業の一環として「宋元以来俗字譜』の誤りを
正し，足りないものを補足する作業をすることにした次第である。それでま
ず，『古列女伝」から，取り掛かった。
　話は前後するが，使ったテキストの「古列女伝」は，文選楼叢書のもので
ある。この本の中には，「静庵余氏模刻」「余氏勤有堂模刻」「建安余氏摸刊」
などと刊記が記されている。これが，宋代では無く元代の墓刻であるという
ことについては，すでに書誌学者の長沢規矩也氏が「絵入りの宋刊本に就い
て」（『書誌学』第一巻第一号，1933年，「長沢規矩也著作集』第3巻所収）
において，すでに論ぜられている。また最近でも，中国の書誌学者の肖東発
氏が建安余氏の歴史を考察した中で，余氏勤有堂が元代の刻書処であること
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を，論じている（「建陽余氏刻書考略」，「歴代刻書概況』所収）。これによっ
て，ここではこれ以上論じない。
　俗字を調べるとき，劉復・李家瑞らの『宋元以来俗字譜』は，出所を明記
していないので，字そのものを確かめることができなかった。そこで本稿で
は，「宋元以来俗字譜』に沿ってその俗字をしらべ，出てくる出所を明記し
た。その俗字が出てくる巻と頁数（aは表，bは裏を示す）を示したのであ
る。例えば，次頁の表で「1－8b」というのは，第一巻の八頁の裏を示す。
同じ俗字が複数回出てくる場合があるが，一つだけ出所を挙げた。また必要
に応じて劉復・李家瑞らの誤りは指摘して正し，足りないものは補った。
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正楷 列女伝 備　　考
他（佗） 宅4－15a
含 劉復は正楷を「4口」に誤って
｢る。
視 侃1－8b
?
備1－13a
儀 仮4－8a
?
劔7－1a
救 勅1－3a 元来「救」が正字で，「勅」
u救」は別字。
?
替1－1b
勤 勤1－4b
勢 勢6－16a
働 励1唱b
[2－2a
?
勧4－4b
径 そ至5－16a
御 御8－13b
徳 徳1－3b
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?
衛1－6b
q7－13a
猶 猶5－5a
濁 独8－18b
?
劉復が正楷を「叫」に誤って
｢る。
呉 昊7－14a
烽V－14a
?
劉復は「商」があるとするが，
]氏元墓刻本にはない。
善 善1－6b
喪 喪6－5b
?
喉6－11a
壽 寿7－4a
?V－4a
謔T－15b
器 器7－3a
嚴 巌4－14a
ﾞ6－7b
ｵ8－2a
ｵ8－4a
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?
国5－6a
?－16b
?
園7－15a
?
圃7－14b
?
圖2－4b
ﾓ3－4b
?
姶6－7a
?
婁2－11a劉復の指摘する「委」は，余
′ｳ墓刻本にはない。
?
娯8－17b
娩 娩6－18b
嫌 嫌4－6b
執 抗5－8a
矯 培6－13b本来「昇薔」が正字，劉復が正
ｲを「噛」に誤っている。
壊 壌6－16b
宜 宜6－18b
害 害2－9a
密 審3－la
?
宿6－la
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?
劉復が正楷を「9」に誤っ
ﾄいる。
?
廣1－1b
?
実3－5a
?
寧2－12a
寡 寡6－4b
爲 駕6－8b
寛 寛5－12b
?
審6－15b
?
宝7－2b
寵 寵8－18b
庭 庭7－3a
廟 店2－14a
?
慶7－12b
盧 庫4－7a
尊 茸1－14b
封 勤2－5a
農 晟7－2b
嚢 暴5－6a
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?
廟8－7a
望 望1－6a
?
奔4－8a
O8－6b
?
藁7－1b
?
巣7－1b
極 極6－4b
榮 策5－5a
椀 梶6－4a
?
楽6－3a
櫻 楼2－8a
?
機1－12b
灌 権7－8b
念 念8－9a
性 性1－2a
怨 怨1－1b
悦 ・1禿6－7b
恥 恥3－13b
恵 恵2－10a
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?
情1－15a
惟 惟7－2b
愛 蓉2－8b
悪 悪6－9a
ｮ2－7b
?
慎1－5a
憂 妥6－4a
J8－12b
J2－6a
慮 一」慮3－3a
憐 怜1－1b
懐 壊2－3a
催 ・曜4－11b
?U－4a
指 拍6－2b
捜 劉復が正楷を「捜」に誤って
｢る。
?
帳1－5b
探 裸7－14b
?
損1－1a
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?
才死3－2a
?
縁5－6b
撰 劉復の指摘する字「援」は
]氏元墓刻本には無い。
?
馨3－2a
檀 檀1－12b
擶 劉復の指摘する字「擶」は余
′ｳ墓刻本には無い。
撰 穣1－8b
?U－7a
掩 劉復の指摘する字は余氏元墓
叙{には無い。
?
収7－1a
敬 叡8－15b
?
数6－17a
狽P－6b
欲 欲5－11a
歌 歌4－12a
?
歎1－12a
欺 欲6－15a
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永 末2－1a
泄 泄2－10b
?
恭1－10b
浬 ’ラ全3－la
深 深5－12b
漢 漢8－9a
淵 淵4－14b
?
溝4－13a
?
済3－2a
灌 灌3－16b
漉 洒6－17a 「洒」は，「漉」の俗字ではな
｢。説文解字に「濁（洒），源
轣C杁水，濁聲。古文為漉帰
噤B」とある。この例がまさ
ﾉ「洒掃」なのである。
無 元7－1b
?
馬3－4a
然 鱗4－7a
?
燕6－14b
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螢 管5－6b
璽 劉復の指摘する字「奎」は余
′ｳ墓刻本には無い。
?
暖7－lb
畝 畝1－la
書 昼6－18a劉復の指摘する字「圭囚」は余
′ｳ墓刻本には無い。
盈 盈1－1a
益 劉復は正楷を「盗」にしてい
驍ｪ，下とどこが違うのか，
s明である。
蓋 尽3－16a
盤 劉復は正楷を「盤」に誤っ
ﾄいる。
盧 盧7－12b
腸 自着1－8a
罵（衆） 衆3－1a
禍 禍1－7b
禮 礼1－13b
疇 稽5－5a
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稻 稔1－7b
ﾌ5－lb
穆 殺2－4a
s1－8a
?
榴｝1－2a 劉復は正楷を「稽」に誤って
｢る。
肉（窩） 窓8－19b説文によれば「肉」が正字。
ﾀ際に使われることは稀。
? 窟7－3a
? 霧6－12a
咲 笑7－2b 劉復が正楷を「笑」に作るの
ﾍ誤り。正字は「咲」。
?
香2－9a
等 劉復の指摘する字「等」は
]氏元墓刻本には無い。
?
卸5－16a
?
脅6－la
簿 劉復は正楷を「簿」に誤っ
ﾄいる。
? 宣7－8a
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羅 四維3－2a
?
聞8－12a
聰（聡） 聰1－1b 劉復が正楷を「聡」に作るの
ﾍ誤り。正字は「聰」。
?
声1－5a
ﾟ7－11a
職 哉3－2b
聴 聴2－9b
ｰ3－5b
?
肉2－14a
?
皆2－4a
脱 月禿2－4b
腫 縢1－12b
?
史4－6a
春 春8－15b
?
舅5－1b
與 与1－8b
興 異2－1a
ｻ3－2b
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?
峯1－8a
F3－2a
薔 稽2－8a
虎 虎8－17a
?
虐1－6b
?
屡1－9a
庭 処1－8b
o3－5b
「庭」と「処」は，正字と俗字
ﾌ関係ではなく，ともに正字。
ｱの例は，不適切。
虚 虚2－12a
?
虜7－16b
虞 虞6－9a
?U－9b
號 號1－1a
?S－14b
魑 劉復の指摘する字「虚引は
]氏元墓刻本には無い。
蛇 虫也3－5a
翼 蚕1－9a
衰 夏2－8a
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?
劉復は正楷を「褻」に誤って
｢る。
嚢 嚢5－8b
J7－9b
若 若1－15a
苦 巻2－8a
苗 苗6－4b
苑 劉復の指摘する字「メ佑」は
]氏元墓刻本には無い。
荒 荒1－4a
?
首7－6b
?
万1－13b
葉 ⊥某6－15b
華 輩8－11b
寂 寂HOb?
葬4－6b
?
蒙2－10b
ﾖ6－9b
蓋 益1－3b
W5－6a
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満 漏2－2a
?
葵1－5b
菱 尭6－1b
体（慈） 慈1－13a
?
菱3－2b
獲 麹一6b
?
劉復は，正楷の字を「簿」に
?ﾁている。
?
薦2－5b
?
藏2－9a
蘇 蘇4－5b
藥 薬1－1b
精 精5－5b 「精」と「精」は，正字と俗
嘯ﾆいう関係ではない。
経 多肇3－2a
R7－12b
縛 劉復は，正楷の字を「縛」に
?ﾁている。
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絡 劉復は俗字として「総」を挙
ｰているが，実際に列女伝に
ﾍない。
織 織1－9a
?
継H4b?
寛8－6a
観 観1－1a
ﾏ5－4a
説 読7－7b
誤 誤1－3a
諌 訣6－12a
讐 書7－2a
攣 変2－14a
護 識6－2a
譲 譲2－8b
?S－11b
諜 」1’墲U－9a、　り謬7－13a
譜 言替5－2b
?
則5－12b
『宋元以来俗字譜』補正（1）　65
?
劉復は，正楷の字を「倉」に
?ﾁている。
?
賛6－1b
起 起6－16b
?
劉復は，正楷の字を「踏」に
?ﾁている。
?
路6－14a
? 舅4－3b
?
躯6－7a
輕 享歪5－12b
輯（轍） 軟7－13a劉復は正字を「轍」にするが，
ｱれは「輯」の俗字。
郷 タ即2－8b
鄙 鄙7－2a
迎 劉復は，正楷の字を「迎」に
?ﾁている。
過 過6－2b
遇 遇3－15b
違 違2－8a
66　明治大学教養論集　通巻437号（2008・9）
遠 遠1－14a
遣 逮3－16a
遭 遣8－18a
選 選6－7b
遷 迂1－5a
還 還5－7a
邊 邊7－7a
鋭 銃5－6b
?
聞7－14a
?
劉復は，正楷の字を「闇」に
?ﾁている。
?
関5－14a
?
闘3－2a
?
陰3－5a 「陰」は，『干禄字書」では，
ﾊ用体に分類されるが，隷書
ﾌに起源している。
?
隅1－9b
?
隠5－11b
B6－6a
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?
錐1－7a
讐 双4－10a
難 薙2－6a
雲 雲7－1b
?
震6－10b
露 藍3－8b
?S－11a
?
頼6－15a
願 顧2－14a，
ﾚ2－14b
?
顛8－1b
顧 願8－lla
顯 顕3－10b
飯 餅1－12a
餐 凄3－4b
?
餓1－12b
?
薇2－4a
騒 巧蚤3－2a
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騨（驕） 劉復は，正楷の字を「驕」に
?ﾁている。
験 劉復の指摘する字「騨」は
]氏元墓刻本には無い。
騨 駐5－4a
驕 驕7－3b
?
骨8－18a
膿 躰2－8a
魂 劉復は，正楷の字を「t鬼」に
?ﾁている。
飽 鞄2－7a
?
餅1－6b
醜 召鬼6－15a
麗 麗1－6b 劉復の指摘する俗字「麗」は，
ﾀ際には余氏元墓刻本には無
｢。
?
鳥2－14b
鳩 鵬7－8a
鳳 鳳2－6a
?
鳴2－1b
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鵬 働7－lb
鶏 鶴2－lb
龍 龍6－16b
凡 九1－14a
丹 冊7－6a
世 廿1－2a
尼 圧1－9b
?
出6－13a
西 面5－9b
再 一再6－7b
色 邑6－1a
旨（古） 盲1－9b 劉復は，正楷の字を「上日」に
?ﾁている。
党 禿7－14b
?
初2－8a
事 事3－16a
児 児5－15b
所 一移2－1b
孚 争4－13a
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?
免3－4a
e7－13a
?
蔓1－13b
?
南7－13a
面 面5－13a
?
智6－11a
?
辱1－7b
厚 ／i霧1－1b
?
著4－14b
?
災1－9b
?
劉復は，正楷の字を「沓」に
?ﾁている。
残 残5－8a
尭 尭1－1b
ﾄ6－14a
報 振5－11b
享（事） 皇6－3a 劉復は，正楷の字を「皐」に
?ﾁている。
博 劉復は，正楷の字を「博」に
?ﾁている。
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?
鼠7－13b
嚢 登6－7b
?
歳8－17a
?
群2－4a
衡L 乱6－10a
?
斉4－7a
疑 浸5－2b
嘗 嘗1－9b
ｦ7－14a
爾 ホ8－12a
｢3－5b
幾 歳6－2a
粛 粛2－13b
端 掲8－15b
損 殖1－4a
?
貌1－7a 「見」が本字。「貌」は，籍文。
u見」の字は，余氏元墓刻本に
ﾍ無い。
壼 基6－9b 劉復は，正楷の字を「蔓」に
?ﾁている。
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属 房2－2a
権 塘8－11b
穀 穀1－2b
J6－7b
?
婁6－10a
學 李1－11a
?
戦5－6a 劉復は，正楷の字を「敢」に
?ﾁている。
?
戴2－13b
戯 戯7－1a
?
1笛7－15b
弾 弾 劉復は，正楷の字を「9鐸」に
?ﾁている。俗字「弾」は実
ﾛにはない。
履 葎2－15a
琿 弾7－1b 劉復は，正楷の字を「琿」に
?ﾁている。
?
帰1－8a
L詰1－11a
A4－6a
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覆 覆2－11a
韓 韓8－14a
獣 獣2－14a
献 属犬1－6b
｣1－9a
?
辞1－7a
?
属6－14a
? 嚢1－10・
?
断6－18a
盤 塩6－lla
艶 艶8－lla
（ふくみつ・まさひろ　経営学部教授）
